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逆水性ガスシフト反応（CO2 + H2 = CO + H2O）

は，グリーン水素を用いて CO2を COに還元す

る有望な方法と認識されている 1．生成された

COはフィッシャー・トロプシュ法を通じて多

様な高付加価値化学物質を生産するための供

給原料である．しかし，この反応の吸熱特性（Δ

H298K = 41.1 kJ mol–1）により，500℃以上の高温

が必要で，低温では非効率である． 

非平衡プラズマと触媒を組み合わせた複合

反応は熱触媒に対する有望な代替技術として

注目されている 2．非平衡プラズマは非熱的エ

ネルギー分布を特徴とし，低いガス温度を維持

しながら振動励起分子，ラジカル，およびイオ

ンのような反応性種を生成する．これらが触媒

表面で反応することでプロセスを大幅に改善

する可能性がある．ただし，プラズマ活性種と

触媒の効率的な相互作用を実現するためには，

触媒の適切な設計が重要な研究課題となる． 

本研究では，NiIn/Al2O3触媒を CO2水素化反

応に使用すると，100%の CO 選択度を示すこ

とを見出した．さらに，500℃以下の温度にお

いて，熱条件と比較してプラズマ条件下で反応

は大幅に向上し，熱平衡に近い CO収率を示し

た（Fig. 1）．速度論的解析および in situ透過赤

外線吸収分光法を用いて反応機構を解明し，触

媒表面におけるプラズマ活性種の役割を報告

する． 
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Fig. 1 CO yield．Reaction condition: Total flow rate 
= 400 mL min-1 (STP), H2/CO2 = 3, WHSV = 3000 
cm3 g-1 h-1 (STP), Pressure = 30 kPa, DBD power 
= 45 W. 
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